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去る6月27日、本郷地区センターにおいて、本郷中央地区社会福祉協議会の創立30周年記念のつどいが開かれました。30年にも及ぶ期間、地域福祉の向上のために活動している地区社協ですが、こんなにもたくさんの方々が本郷中央地区のためにボランティア活動を続けていることに改めてふれ、「人が集まって何かを進めていく力って凄いな」と改めて感じた次第でした。
そこで、今回と次回、2回にわたりまして、地区社協を取材させていただくことにしました。今回インタビューに答えてくださったのは本郷中央地区社会福祉協議会会長亀澤弘さん。亀澤さんの興味は幅広く、追いかけるテーマも多岐にわたっています。地区社協の活動のみならず、「防災」「地域通貨」「地産地消」にも関心を払われ、地区社協会長とは別な顔でも活動されています。そんな、幅広い関心をつなぐキーワードは「地域」です。まさしく地域活動のトップランナーである亀澤さんに地区社協のすべて！を聞いてみました。
　　　

A.1誰もが地域で安全で安心に暮らせるような街づくりです。地域のみんなが「幸せづくり」をできるような「街づくり」を目指しています。地区社協の活動は、地域の中でみんなが問題と思っていることを拾い上げ、手を差し伸べていくものであると思っています。
　　　

A.2町内会・自治会役員、民生委員・児童委員、友愛活動推進員、青少年指導員、体育指導員など40名程度です。
　　　

A.3具体的な活動として、敬老の集いやサロンの運営（子育て・高齢者・世代間交流）、キャンプ活動などがありますが、これらの活動は、町内会・自治会を始め、民生委員・児童委員、青少年指導員、シニアクラブなどとの連携なくしては成り立ちません。一方、栄区役所・栄区社会福祉協議会・地域ケアプラザなどの関係機関との「つなぎ役」の役割も果たしています。
　　　

A.4間係機関とともに行う、「自治会・町内会の訪問活動」「協働福祉講座の開催」「福祉フォーラムの開催」等を行っています。
自治会・町内会を訪問して福祉活動のヒアリングを行い、共通の課題を拾い上げ、その課題の共有化と課題解決に踏み出した自治会町内会の活動を紹介するために協働講座や福祉フォーラムを開催しています。

　　　

A.5テーマになった「情報発信」「担い手の発掘」「要援護者の支援体制づくり」「健康づくり」「交通利便性の低下により生ずるニーズへの対応」はどれも自治会訪問でまとめた課題と一致しています。支え合い連絡会と連携して計画を推進していきます。
　　　

A.6今までの活動を通じて、地域の活動をまとめた「事例集」を支えあい連絡会とともに作成していきたいと考えています。事例集の活用を通じて、福祉活動が再認識でき、地区別計画の推進に貢献できるものになると思います。



地区社協は地域活動の要であり、人材の拠点でもあります。地区別計画に掲げられたテーマの推進は、地区社協の活動なくてはあり得ません。
そして、「協働」の旗印の下、地域のみんな誰もが参加することで「幸せづくり」ができる街につながっていくのだなと思いました。
さて、身近なところでは、10月9日（土）、本郷地区センターで、協働福祉講座「自分のからだと食生活をみつめましょう～地産地消でたのしい食事～」が行われます。ぜひ、地域を知る一歩として、この講座に参加されてみてはいかがでしょうか？

次回は、上郷西地区社協を取り上げる予定です。是非、ご期待下さい。






